


イ 地域家族会（しぐれ会）への支援

①「講演会（こころがつらいときありませんか）と相談会」への支援

ウ 桑員地域生活移行促進部会（ＮＥＸ）運営の支援

エ 桑名市精神保健福祉業務連絡会運営の支援

カ 桑員地域精神保健福祉連絡会議の実施

しぐれ会が主催となり、「もっと精神障がいを知ろう実行委員会」を組織した。メンバー
は、しぐれ会・桑名市・桑名市社会福祉協議会・ワークルーム桑友・はあぶ工房Together・
千姫・障がい者総合支援センターそういん・来未ーＫＵＲＵＭＩー・桑名保健福祉事務所の
9機関である。

目的は、精神疾患の早期発見・早期支援とし、内容は、一部が講演会「こころがつらいと
きありませんか」（講師は高森信子氏）で、二部が相談会という構成とした。相談会では、
こころの相談・思春期相談・家族会相談・当事者会相談などのブースを設けた。

参加者は120名、相談者は13名であった。

実施主体は、障がい者総合支援センターそういんであり、精神障がい者地域移行支援事業
の促進と地域支援ネットワークの構築を目指している。

①定例会の開催：6回
②ワーキンググループ１の開催：5回

内容：桑員地域の社会資源マップの作成
③ワーキンググループ２の開催 （4回）

内容：ＷＲＡＰ（元気回復行動プラン）に関する研修会の実施。
「ＷＲＡＰみえ」との協働開催。

④「地域で暮らそうin多度」への協力
多度あやめ病院において、入院患者とピアサポーターの交流会を実施。
ピアサポーター3名と患者15名が茶話会をしながら交流。

ア 精神保健福祉ボランティア講座への支援
「精神保健福祉ボランティア講座実行委員会（桑名市社会福祉協議会・桑名市・ワークルー
ム桑友・はあぶ工房Together・千姫・障がい者総合支援センターそういん・来未ーＫＵＲＵ
ＭＩー・桑名保健福祉事務所）」を立ち上げ、講座内容や運営方法等について検討を行っ
た。

内容は、講義、グループワーク、体験実習などが中心であり、全7回シリーズとした。受
講生は、27名であった。

（２）地域支援体制（ネットワーク）の整備

日程：平成24年2月16日
四日市市保健所が主催である。危機介入にあたり、関係者が適切な対応ができるよう情報

交換することを目的としている。
四日市市以外に、三重郡３町も含めた協議を行っている。

実施主体は、桑名市障害福祉課である。３つのサービス事業所（千姫、ワークルーム桑
友、来未ーＫＵＲＵＭＩー）障がい者総合支援センターそういん・桑名保健福祉事務所が参
加している。

行政とサービス事業所が連携する場となっており、今年度は、各サービス事業所における
防災時の体制について情報交換をはかった。延べ10回開催した。

日程：平成23年12月8日
目的は、危機管理体制の構築であり、情報交換と課題の共有を行った。
参加者は、2警察（桑名、いなべ）・桑名消防署・4精神科病院（北勢・東員・大仲さつ

き・多度あやめ）・精神科クリニック代表（松原クリニック）、障がい者総合相談支援セン
ターそういん、4市町（桑名市、いなべ市、東員町、木曽岬町）。

オ 三泗地域精神保健福祉連絡会

－63 －




